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こ
れ
ボ
ク
た
ち
の
作
っ
た
〝
七
夕
〟

七
月
七
日
は
七
夕
さ
ま
　
－
。
こ
こ
第
一
保
育
園
で
も
園
児
た
ち

が
思
い
思
い
の
お
願
い
を
書
い
て
笹
に
つ
る
し
ま
し
た
。
お
星
さ

ま
　
－
　
私
た
ち
の
お
願
い
か
な
え
て

（
写
真
は
、
七
夕
を
役
場
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
第
一
保
育

園
の
園
児
た
ち
）

町の人口
（57年6月末現在）

人　口　　　　28，481人

男　　　　　13，907人

女　　　　14，574人
世帯数　　　9，061世帯
（6月異動）

転入163人　　出生　39人
転出138人　　死亡13人

水
巻
町
職
員

採
用
試
験

▽
採
用
職
名

給
食
調
理
員
（
小
学
校
〕
－
若

干
名

▽
受
験
資
格

①
昭
和
2
1
年
1
0
月
2
日
か
ら
昭

和
3
2
年
1
0
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
女
子
で
、
体
力
に
自
信
の

あ
る
人

㊥
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公

務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
し
な
い

人
▽
申
込
み

7

月

1

5

日

か

ら

8

月

5

日

ま

で

に
役
場
人
事
係
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
試
験
予
定
日

第
一
次
試
験
　
8
月
2
2
日

第
二
次
試
験
　
9
月
上
旬

役
場
業
務
の
休
み

役
場
業
務
と
次
の
施
設
は
、
盆

休
み
の
た
め
次
の
と
お
り
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
役
　
場
　
8
月
1
4
日

◎
机
山
荘
　
8
月
1
3
日
～
1
6
日

◎
身
障
者
セ
ン
タ
ー

8

月

1

3

日

～

1

6

日

1

－

－

－

－

ユ

▼

′

フ

▲

▼

1

・

し
尿
・
ご
み
処
理
場

盆
休
み
8
月
1
4
日
、
1
5
日
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串
に
乗
っ
た
ら
ま
ず
ベ
ル
下

ダ
ミ
ー
に
よ
る
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
と
非
着
用
の
比
較
。
　
◆

時
速
約
5
0
キ
ロ
で
の
衝
突
実
験
。

あ
な
た
は
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す

か
？昨

年
一
年
間
に
交
通
事
故
で
亡
く

な
っ
た
方
の
約
四
〇
％
近
く
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
で
す
。

串
に
乗
っ
て
い
て
万
が
一
事
故
に

遭
っ
た
場
合
、
そ
の
被
害
を
防
止
し

た
り
軽
減
す
る
の
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

夏
は
交
通
事
故
が

増
加
し
ま
す

夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
心
身
の
疲
労

に
加
え
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど

で
マ
イ
カ
ー
の
利
用
が
増
え
、
毎
年

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。し

か
し
、
「
面
倒
だ
か
ら
」
　
「
き

ゅ
う
く
つ
だ
」
な
ど
の
理
由
で
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
ド
ラ
イ

バ
ー
や
同
乗
者
が
大
変
多
い
状
況
で

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
八
月
は
「

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
」
が

全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
や
同
乗
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
〝
車
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず

ベ
ル
ト
″
を
習
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
か

ら
あ
な
た
の
生
命
を
守
る
　
か
命
の

」

綱
〟
　
で
す
。

時
速
2
0
キ
ロ
で
も
衝
撃
は

体
重
の
6
倍
以
上

も
し
も
あ
な
た
が
「
衝
突
事
故
が

起
き
て
も
、
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り

掩
っ
て
、
腕
や
胸
で
体
を
強
く
支
え

て
い
れ
ば
生
命
は
守
れ
る
」
1
と

思
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

と
ん
で
も
な
い
患
い
違
い
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
車
が
衝
突
し

た
と
き
の
衝
撃
は
、
と
て
も
信
じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
の
で
す
。

実
験
に
よ
り
ま
す
と
、
時
速
六
十

キ
ロ
で
走
っ
て
い
る
車
が
固
定
壁
に

衝
突
す
る
と
、
そ
の
衝
撃
は
、
な
ん

と
ビ
ル
の
五
階
程
度
の
高
さ
（
約
十

四
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
落
ち
た
と
き
の

シ
ョ
ッ
ク
に
等
し
い
と
言
わ
れ
て
い

す
る
重
さ
の
物
が
ぶ
つ
か
っ
て
き
た

の
と
同
じ
力
が
働
く
と
言
わ
れ
ま

す
。腕

や
足
で
は

支
え
き
れ
な
い

し
か
し
、
人
間
の
体
が
普
通
の
状

態
で
支
え
ら
れ
る
力
は
、
腕
で
五
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
脚
で
首
キ
ロ
グ
ラ
ム
が

限
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
衝
突
事
故
に

遭
っ
た
場
合
、
自
分
の
腕
や
脚
だ
け

で
生
命
を
守
り
き
れ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
、
同
時
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
こ
と
が
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

の効
用

衝
突
事
故
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
食
い
と
め
る
た
め
に
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
は
ど
の
よ
う
な
効
力
を
発
揮
す

る
か
、
具
体
的
に
見
て
み
ま
し
ょ
う

●
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
や
車
内
の
突
起

物
に
血
や
胸
を
強
打
す
る
こ
と
を

ま
す
。ま

た
、
体
重

六
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
時
速
二
十

キ
ロ
の
速
度
で

固
定
壁
に
ぶ
つ

か
っ
た
り
し
ま

す
と
、
そ
の
時

に
受
け
る
衝
撃

は
、
体
重
の
六

倍
以
上
に
相
当

防
止
で
き
る

●
激
突
時
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

軍
外
に
は
じ
き
出
さ
れ
る
こ
と
を

防
止
し
た
り
、
万
一
火
災
を
起
こ

し
た
と
き
な
ど
で
も
激
突
で
諦
誠

を
失
う
こ
と
も
な
く
な
る
の
で
、

車
外
に
避
難
で
き
る

●
正
し
い
運
転
姿
勢
が
確
保
さ
れ
、

ハ
ン
ド
ル
操
作
が
確
実
に
な
る

●
体
が
固
定
さ
れ
る
か
ら
、
運
転
に

注
意
力
が
袋
申
し
、
カ
ー
プ
や
で

こ
ぼ
こ
道
で
も
、
さ
ほ
ど
疲
れ
な

い
で
澄
転
で
き
る

0
0
割
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
無
着
用

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
は
こ
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

八
割
の
人
が
着
用
し
な
い
で
運
転
し

て
い
ま
す
。

最
近
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
性
能
も

一
段
と
よ
く
な
り
、
バ
ッ
ク
ル
を
セ

ッ
ト
す
る
だ
け
で
簡
単
に
着
用
で
き

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
方
式

わ
ず
か
数
秒
で
着
脱
が
で
き
、
わ
ず

ら
わ
し
さ
や
束
縛
感
は
あ
り
ま
せ
ん

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
に
つ
い
て

は
、
道
路
交
通
法
第
七
五
条
の
一
〇

に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
車
に
乗
っ
て

い
る
と
き
、
運
転
者
、
同
乗
者
に
対

し
て
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
常
用
す
る

よ
う
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
に
乗
る
方
は
．
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
こ
そ
安
全
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

″
を
合
い
言
葉
に
、
安
全
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

固定資産税の第　2　期分納期は　7　月31日　ま　で
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御
牧
大
橋
が
完
成

国
道
3
号
線
の
バ
イ
パ
ス
的
役
割

福
岡
県
と
北
九
州
市
が
総
事
業
費
九

十
一
億
円
を
か
け
て
建
設
し
て
い
た
県

道
北
九
州
・
芦
屋
・
福
岡
線
の
芦
屋
町

芦
屋
－
北
九
州
市
若
松
区
蟹
住
間
の
バ

イ
パ
ス
　
（
六
・
二
㌔
）
が
七
月
十
日
完

成
し
ま
し
た
。

バ
イ
パ
ス
の
た
め
遠
賀
川
の
猪
熊
－

遠
賀
町
島
津
間
に
完
成
し
た
「
御
牧
（

み
ま
き
）
大
橋
」
で
は
、
当
日
猪
熊
老

人
会
の
方
々
が
完
成
を
記
念
し
て
橋
を

渡
り
ま
し
た
。

バ
イ
パ
ス
の
完
成
に
伴
い
若
松
区
二

島
－
福
岡
市
東
区
香
椎
間
の
同
県
道
は

国
道
3
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
観

光
道
路
と
し
て
も
今
後
利
用
が
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。

「
御
牧
大
橋
」
は
全
長
五
百
八
メ
ー

ト
ル
で
、
河
川
橋
と
し
て
は
九
州
で
は

二
番
目
の
長
さ
。
吉
田
の
渡
辺
万
次
郎

さ
ん
（
八
四
）
雪
蔵
さ
ん
（
重
）
寛
二
さ

ん
（
三
〇
）
の
一
家
ら
三
代
夫
婦
五
観
が

バ
ス
で
渡
り
初
め
を
し
ま
し
た
。

田　ボや用水路で

遊ば　な　い

よ　う　に

今
、
田
ポ
で
は
稲
が
ス
ク
ス
ク
育
っ

て
い
ま
す
。
大
切
な
米
が
育
つ
た
め
に

も
、
ま
た
子
供
た
ち
に
危
険
が
な
い
た

め
に
も
、
保
護
者
の
方
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

①
田
ポ
内
に
は
現
在
薬
剤
を
散
布
し
て

い
ま
す
。
皮
膚
障
害
を
お
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
田
ポ
に
は
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
用
水
路
は
急
に
水
が
増
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
特
に
幼
児
は
絶
対
に

用
水
路
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

㊥
取
水
口
の
板
（
弁
）
は
大
切
な
水
を

調
整
し
て
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
扱

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

完成後、通行量もふえた御牧大橋

北
九
州
高
専
編
入
学
生
募
集

▽
編
入
を
実
施
す
る
学
科
等

機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科

化
学
工
学
科
で
募
集
人
員
は
若
干
名

編
入
学
年
次
は
第
四
学
年
次

▽
出
願
資
格

①
工
業
高
等
学
校
又
は
高
等
学
校
の

工
業
に
関
す
る
学
科
を
卒
業
し
た
者

及
び
昭
和
5
8
年
3
月
卒
業
見
込
の
者

◎
志
望
学
科
は
、
出
身
校
に
お
け
る

所
属
学
科
と
同
系
統
で
あ
る
こ
と
。

▽
願
書
受
付
期
間
及
び
場
所

①
8
月
2
日
か
ら
8
月
9
日
ま
で
。

時
間
は
、
毎
日
9
時
か
ら
1
6
時
3
0
分

ま
で
と
す
る
（
土
曜
の
午
後
及
び
日

曜
日
除
く
）
。

※
願
書
の
請
求
及
び
試
験
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
北
九
州
工
業
高
等
専

門
学
校
学
生
課
教
務
係
（
北
九
州
市
小

倉
南
区
大
字
志
井
一
四
〇
番
地
　
番
9

6

2

・

5

8

3

1

）

　

へ

。

8　月　のスポー　ツ行事

⑨
国
民
皆
年
金
と
通
算
制
度

わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
な
ど
八
種

類
の
年
金
制
度
が
あ
っ
て
、
誰
も
が
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
必

ず
ど
れ
か
の
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
加
入
す
る
制
度

は
職
業
に
よ
っ
て
き
ま
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
退
職
し
た
り
職
業
を

変
え
た
り
し
ま
す
と
、
加
入
す
る
年
金

制
度
も
そ
れ
に
つ
れ
て
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
一
つ
の
制
度
だ
け
で

は
将
来
の
年
金
を
受
け
る
際
に
必
要
と

な
る
条
件
を
満
せ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
に
転
々
と
年
金

制
度
を
変
わ
っ
て
加
入
し
た
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
の
期
間
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
て
、
一
定
の
期
間
に
な
っ
て

い
れ
ば
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
通
算
年
金
制

度
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
人
が
な
ん
ら
か
の
年
金
を
う
け

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
㌦

日 曜 行　 事　 名 会　　　　　 場 摘　 要 郡 民体 育 大 全種 目別会 場

1 ‖
第 5 回 中学女子バ

レーボール大会
体育セ ンター 地区公民館単位 ○陸　　　 上　 岡垣中学校運動場　　　 ○バドミントン　岡垣町民体育館

8 日
第23回遠賀郡民体 右 のとおり 郡　　 対　　 抗

○バ スケ・ノト 水巻南中学校体育館　　 ○剣　　 道 海老削 、学校体育館

育大会 0 バ　 レー　　 一般 ・青年男子

遠賀町勤労者体育館　 ○弓　　 道 岡垣町民弓道場8 日 県 ・部ゲー トボール 頃末小 学校運動場 雨天のときは10日
大会水巻町予選 一般 ・青年女子　　　 ○相　　 撲　 岡垣総合グランド相接瑚

18
1
2 2

水
1
日

第 1 回少年 ソフ ト

ボ ール大会

（小学）吉田小学校運動場

（中学）南中学校運動場
地区公民館単位 遠賀高校体育館

0 軟 式 庭 球 岡垣総合グランド庭球場　 ○軟 式 野 球 岡垣総合グラント

22 日 第25回県民水泳大会 大牟 田市延命 プール 郡　 市　 対　 抗 ○卓　　　 球　 水巻勤労者体育センター　 ○ソフトボール　芦屋東小学校運動場

「人の子も　わが子と同じ愛の手を」　青少年を非行から守ろう
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く
ら
し
の
情
報
科
㌍
㌍
…
黒
轟
告

生
活
困
窮
世
帯
に

夏
期
（
越
盆
）
見
舞
金
を
支
給

1
7
月
3
1
日
ま
で
に
申
込
み
を
Ｉ

▽
対
象
者

①
生
活
保
護
基
準
額
に
1
5
％
増
額
し

た
収
入
以
下
の
世
帯

◎
月
収
は
家
族
全
員
を
合
算
し
た
も

の
で
、
年
収
を
1
2
分
の
1
し
た
額

▽
受
給
手
続

各
地
区
の
民
生
委
員
に
7
月
3
1
日

ま
で
に
申
込
み
下
さ
い

▽
支
給
方
法

①
民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑧
支
給
日
は
8
月
1
1
日
の
午
後
で
す

世
帯
の
種
類
別
と
対
象
者
の
収
入

（例〕

①
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
夫
婦
で
、

1
2
歳
か
ら
1
4
歳
ま
で
の
子
供
二
人
、

・
計
四
人
世
帯
の
場
合

1

9

万

8

、

0

0

0

円

以

下

⑧
4
1
歳
以
上
の
夫
婦
で
、
1
5
歳
か
ら

1
7
歳
ま
で
の
子
供
二
人
、
計
四
人
世

帯
の
場
合

2

0

万

5

、

0

0

0

円

以

下

⑨
6
5
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

1

1

万

5

、

0

0

0

円

以

下

※
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
各
地
区
の

民
生
委
員
、
又
は
役
場
社
会
課
民
生
係

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

水
道
料
金
改
定

7
月
1
日
か
ら
実
施
（
7
月
検
針
分
か
ら
）

先
に
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

よ
う
に
水
道
料
金
が
改
定
と
な
り
ま
し

た
。
新
料
金
は
7
月
分
、
つ
ま
り
6
月

検
針
か
ら
7
月
検
針
ま
で
の
使
用
分
か

新
　
料
　
金
　
表

ら
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
奨
金
で
は
8
月
中
の
も
の
、

又
、
口
座
振
替
で
は
8
月
2
5
日
引
落
し

の
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

福祉年金を受けてる皆さんへ

8月は福祉年金証書の

提出月です〝

福
祉
年
金
受
給
者
は
、
8
月
1
1
日
に

年
金
を
受
け
ら
れ
た
ら
「
年
金
証
書
」

を
役
場
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
は
所
得
な
ど
調
査
し
て
、
来
年

の
七
月
ま
で
の
支
給
年
金
額
を
証
書
に

記
入
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

も
し
こ
の
証
書
の
提
出
が
遅
れ
れ
ば

次
の
1
1
月
の
年
金
支
払
日
に
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
混
雑
を
緩
和
す
る
た

め
、
次
の
日
程
で
受
付
を
行
い
ま
す
の

で
、
日
・
時
厳
守
の
う
え
手
続
き
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
は
、
水
巻
町
役
場
国
保

年
金
係
へ
。

◎
場
所
　
役
場
西
別
館

◎
持
参
晶
　
年
金
証
書
、
印
鑑

8 月11日

午前 9 ～12時
証

書

補い　　　　 補い

1　 ～　 239，999

午後 1 ～4 時
補い　　　　 補い

記

号

240，000 ～　 299，999

8 月12日

午前9 ～12時
補い　　　　 椙ほ

番

号 ・

300，000台

午後 1 ～4 時 福ろり、福ろ、福へ、福いり

・臨

時

一　 般　 用 （10ｎｌまで）

基

本

料

≠ ≠ ≠ ≠ ≠ ≠ ≠

用
1脚 7 5 50 4 0 25 20 13

ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ

10ｒｄ
まで

3 3 2 1
ヽ

1
ヽ

1 1

2、 9 3 7 3 1 1 ヽ
0

5 5 5 5 3 5 3 0 金
0 0 0 0 0 0 0 0
0
円

円 円 円 円 円 円 円

11ｍ了
以

11ｎｌ以上20ｎｌまで

超
上

1 ｒｄ
1 ｒガにつ き

に

つ
き

2

5

1 6 5円 過

料2 1 が 以 上

ｌｎ寸につ き 金

0
円 2 1 0円

母
子
手
帳
の
交
付

▽
品
朋
1
6
2
ｍ
）
午
前
用
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果

の
説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後

1
0
日
経
っ
て
い
る
こ
と
。

⑨
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

聖豊票集2忌禦2品慧聖等品窟2ら去慧甥9が〉　詳しくは現地案内所へ
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夏
期
健
康
教
室
を
開
催

「
自
分
の
体
を
チ
ェ
　
ッ
ク
し
よ
う
」

現
代
人
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
壊
し

が
ち
で
す
。
つ
い
鰯
理
を
重
ね
て
疲
労

が
蓄
積
、
複
雑
な
社
会
生
活
か
ら
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
も
陥
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

厚
生
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
健
康
が

気
に
な
る
と
い
う
人
が
六
五
二
一
％
、

疲
れ
や
す
い
五
〇
・
四
％
、
い
ら
い
ら

す
る
又
は
く
よ
く
よ
す
る
五
七
・
四
％

も
あ
り
ま
し
た
。

健
康
に
は
、
心
と
体
の
健
康
の
一
つ

が
欠
け
て
も
近
代
人
の
生
活
は
、
幸
せ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
健
康
に

つ
い
て
少
し
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
機
会
に
汗
を
か
い
て
、
自
分
の
体

を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
よ

，
フ
0

〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕

8

月

1

9

日

8

月

2

6

月

9

月

2

日

9

月

9

日

9

月

1

6

日

「
成
人
病
は
必
ず
予
防
で

き
る
」

健
康
食
調
理
実
習
Ｉ

〃

　

　

　

　

　

　

　

　

甘

且

捕
縛
∴

∴‥∴ｌ　　∴・∴、・・．
1－　　　‾　．．

くにあき

徳丸　邦晶ちゃん
昭和56年9月5日生

（諾李）きんの長男

少し小さめ－。人見知りも余

りせず、お風呂が大好きな元気

いっぱいの男の子です。明るく

素債に育ってほしいと願ってい

ます。　（古賀447番地の1）

9
月
3
0
日
　
体
力
テ
ス
ト

時
間
は
、
い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
5
時

※
六
回
で
一
サ
ー
ク
ル
で
す
。
定
員
三

〇
名
で
締
切
り
ま
す
の
で
、
役
場
衛
生

係
に
直
接
申
込
む
か
、
電
話
で
も
よ
ろ

し
い
で
す
。
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、

後
日
詳
し
く
閲
植
内
容
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
六
回
受
講
し

て
下
さ
い
。

涼
し
い
み
ん
な
の

学
習
室
を
開
設

町
で
は
、
梅
ノ
木
団
地
に
あ
る
学
習

等
供
用
施
設
（
町
立
第
三
保
育
所
二
階

）
を
夏
休
み
期
間
中
、
学
習
室
に
開
放

し
て
お
り
ま
す
。
冷
房
設
備
を
完
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
〝
涼
し
い
学
習
室
〃

を
ご
利
用
下
さ
い
。

▽
使
用
時
間

8
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

▽
使
用
対
象
者

小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で

▽
使
用
料
　
無
料

▽
休
館
日

日
曜
及
び
8
月
1
3
～
1
6
日
ま
で

）

4
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
8
月
6
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

※
4
カ
月
児
（
生
後
1
2
0
～
1
5

0
日
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ

で
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ

キ
の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の

う
え
、
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を

持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お

転
入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方

は
、
衛
生
係
へ
連
絡
し
当
日
お
い
で

下
さ
い
。

7
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
8
月
9
日
（
月
）

年
後
ｌ
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
対
象
者
　
5
6
年
1
2
月
1
日
か
ら
5
7

年
1
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

′
1
－
．
．

児

▽

内

容

　

身

体

計

測

、

運

動

発

達

観

察
そ
の
他
個
人
相
談

1
歳
6
カ
月
児
健
康
相
談

▽
息
∴
朋
1
6
2
ｍ
）
年
報
酎
詔

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
児
　
1
歳
6
カ
月
～

1
歳
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

尋
受
診
者
は
、
歯
科
検
診
を
鮮
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

老
　
人
　
検
　
診

▽
日
時
朋
1
。
9
ｍ
）
年
制
鵠
馴

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
万

▽
検
査
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定

個
人
相
談

粟
健
康
手
帳
を
、
お
持
ち
の
方
は
必

ず
持
参
く
だ
さ
い
。

「
ペ
ン
ギ
ン
村
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

君

も

参

加

し

よ

う

／

たかひろ

小野　厳裕ちゃん
昭和56年9月11日生

（票撃）さんの朋

ポールころがＬを見てキャッ

キャ、キャッキャとはしゃぐ姿

は最高。名前のように己に赦し

く、こころ裕かに育ってほしい

ものです。（梅ノ木団地6枚）

0
0
月
の

心
配
ご
と

法
律
人
権

相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽

日

時

　

8

月

9

日

、

1

6

日

、

2

3

日

、

3
0
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽　▽

主場
催所

水
巻
町
「
町
民
会
館
」

水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会

県
青
年
の
船
遠
暫
∵
中
間
支
部
で
は

遠
賀
郡
内
、
中
間
市
の
小
学
校
四
年
生

か
ら
六
年
生
を
対
象
に
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
す
。

君
も
参
加
し
、
友
情
の
輪
を
広
げ
よ

，
つ
／

▽

日

程

　

8

月

2

1

日

～

2

2

日

▽
場
所
　
帆
柱
山
国
設
キ
ャ
ン
プ
場

▽
内
容
　
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

山
登
り
、
レ
ク
ゲ
ー
ム
な
ど

▽
参
加
費
用
一
人
　
千
円

▽
申
し
込
み
用
紙

水
巻
町
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す

※
問
い
合
せ
先

0

9

時

～

1

7

時

藤

野

弘

文

　

魯

6

7

1

・

5

9

3

1

0

1

7

時

～

2

1

時

中

田

清

孝

　

含

2

0

1

・

0

3

0

2

0価格1，911万円～2，246万円〉　詳しくは現地案内所へ。建物面積　95が～114が　　　　　　　魯202・0842
おかの台団地募集（25戸）
0土地面積　218が一267が
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中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

▽
受
験
資
格

昭
和
5
8
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
満
1
5
歳

以
上
に
な
る
者
で
、
次
の
①
か
ら
㊥
ま

で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
受
験

で
き
ま
す
。

①
現
在
、
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学

を
猶
予
若
し
く
は
免
除
を
受
け
て
い

る
者
又
は
以
前
に
受
け
た
者

①
旧
尋
常
小
学
校
又
は
旧
国
民
学
校
へ

の
就
学
の
猛
予
又
は
免
除
を
受
け
た

者
㊥
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な
か

っ
た
者
で
、
手
続
き
を
し
て
猶
予
又

は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
猶
予

又
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
っ
た
と
文

部
大
臣
が
認
め
た
者

▽
願
書
受
付
期
間

8
月
1
1
日
か
ら
9
月
1
0
日
ま
で
の

間
に
福
岡
県
教
育
委
員
会
（
〒
8
1

2
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7

号
）
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
受
験
願
書
は
福
岡
県
教
育

委
員
会
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

※
試
験
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は
、
福

岡
県
教
育
庁
指
導
第
二
部
指
導
第
二
課

庶
務
学
事
係
（
晋
0
9
2
・
6
5
1
・

1
1
1
1
）
　
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

身
障
者
の
み
な
さ
ん
へ

集
団
見
合
を
開
催

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で

は
、
申
込
者
の
つ
ど
い
（
集
団
見
合
）

を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
8
月
2
2
日
（
日
）

午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら

▽
場
所
　
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一
丁

目
「
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

▽
参
加
費
　
不
要

▽
申
込
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
福

岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
（
審

0

9

2

・

7

5

1

・

3

2

3

9

）

　

へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
8
月
1
0
日

音
楽
祭
と
盆
踊
り
大
会

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

◎
映
画
と
音
楽
祭

と

　

き

　

8

月

6

日

　

1

3

時

～

1

5

時

と
こ
ろ
　
芦
屋
町
町
民
会
館

内
　
容
　
西
部
航
空
音
楽
隊
に
よ
る
演

奏
と
航
空
映
画

斉
入
場
無
料
、
入
場
者
に
は
記
念
品

を
進
呈
し
ま
す
。
中
学
生
以
上
の
方

に
は
、
体
験
搭
乗
（
8
月
1
9
日
）
の

抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

◎
基
地
盆
踊
り
大
会

と

　

き

　

8

月

6

日

　

1

8

時

～
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8月のし尿汲取予定日
2日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

3日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田
三（垣添町住）、猪熊

4日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5

区、猪熊
5日　頃末（22、24区）、吉田二（1、2区）、

吉田三（2、5、6区）、猪熊、15日まわ

り（環境整備）
6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、15

日まわり（太洋社）、新生街（山ノロ団地）

頃末（15、25区）、猪熊

7日　吉田三（緑風園）、頃末（松栄荘、18区）、
猪熊

9日　頃末（17、19、20、21区）、頃末（松栄荘）

美吉野、頃末（5、12、13区）

10日　頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）、
下二、伊左座、立屋敷、美吉野、頃未（5、

12、13区）

11日　吉田一（4、5、6、7、8、9、吉田工
場団地）、二、下二、吉田二（1、8区、

川端通り、本村）、美吉野、頃末（6、11

14区）

12日　苫田二（3、5、6、13、14、15、16区）、
二、頃末（6、11、14区）

13日　吉田二（3、4、6、7、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田－3区（月夜待）、宮ノ下、

机社宅、古賀、新生街
16日　古賀、机

17日　二町住、下二町住、吉田－3区（商店街）、
吉田三（車返し）、古賀、机

18日　吉田団地（37－43、46～52棟）、二町住

1別｝　吉田団地（19～22、27、28、36、44、45、
53－57、94～101棟）、樋口（卯月、中井、

樋口）

20日　吉田団地（1－6、8～10、16～18、23、

60－65、83～85、102～113棟）、15日まわ

，り（環境整備）、猪熊町住
21日　苫田団地（7、11－15、66－73、76－82、

86－93、105、108棟）、古賀県住

23日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、15
1

日まわり（太洋社）

24日　二（1、2区、野間町住）、吉田二本村、

樋口

25日　二、伊左座、猪熊

26日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下

二（4、10区、双葉荘）、猪熊

27日　下二（5、6、7区）、伊左座（3、5区〕

樋口川端通り

28日　みずほ団地、樋口赤水

30日　みずほ団地

31日　猪熊、樋口

広報は見落　し　の　な　い　よ　う　すみずみ　ま　で見ま　し　ょ　う
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